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ェロー」を 2011年度に募集し、10名が選定された。第 1期MOSTフェローと各テーマを資料 1に
示す。






(a) 第 1 回ミーティング
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ーマ」「(2) 対象となる実践、時期」「(3) エビデンス、データの収集方法、協力者、ピアレビューの計画」









(c) 第 2 回ミーティング（合宿）
2012 年 8 月 21 日（火）〜22 日（水）、KKR 大阪において、第 2 回ミーティングを合宿形式にて開催し
た。この合宿では、前期に取り組んだ各自の授業実践について、作成途上のコースポートフォリオ等を
使って活動報告がおこなわれた。初日は、各自の活動経過報告の後、ディナーセッションとして飯吉に
よるトークがおこなわれ、講演内容について全体で議論をおこなった。2 日目は MOST フェローシップ
プログラム後半の活動や、プログラムの今後の展開について、グループディスカッションをおこない、
最後に議論内容を全体で共有した。以下、資料 4 のプログラムに沿って説明する。
 初日は、飯吉による開会挨拶と本合宿研究会の趣旨説明、酒井による 2 日間のスケジュールについて
















 第 2 回合宿以降の活動は、本原稿執筆時点では未実施であるが、今後予定されている MOST フェロー
の活動と今後の予定について述べる。
2012 年 1 月には、作成途上のコースポートフォリオの質を上げるため、スナップショット作成の進捗
状況や問題点の報告、共有の機会をオンラインでおこなう。このフェロー間での相互チェックを通じて
スナップショットを完成させ、3 月の大学教育研究フォーラムまでに MOST 上でスナップショットの一
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般公開をおこなう。これが本プログラムの一つめの成果である。また、3 月に京都大学で開催される第
19 回大学教育研究フォーラムにおいて、各フェローはそれぞれ 1 年間かけて取り組んできた活動成果に






















































 教育関係共同利用拠点における業務として、本年度は 4 回の「MOST 講習会」を企画したが、原
稿執筆時点までの 2 回は参加希望がなかったため不開催とした。対象者は、大学教員および FD や
教育改善に関わる大学職員、将来大学教員を目指す大学院生である。今後、12 月と 3 月に講習会を








 本年度で 5 年間にわたる特別経費プロジェクトが終了する。この間、MOST の開発や MOST を利
用した大学教育改善向けの実践プログラムをデザイン・実施してきた。また、このことを通じ、個
人・コミュニティ・組織の各レベルにおいて教育実践知の可視化・共有化を試みてきた。次年度以
降も、引き続き、日本の大学における教育改善や FD に関する事例を、関西地区 FD 連絡協議会会員
校における特徴的な取り組みや MOST フェローの取り組みの支援・推進などを通じて、スナップシ
ョットを作成し、蓄積、提供をおこなう予定である。
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Ⅳ－1. 資料１
第 1 期 MOST フェロー 活動スケジュール
日 程 活  動
2 月 11 日 (土) 第 1 回ミーティング（京都大学）
2 月 12 日 (日) 第 83 回公開研究会への参加（京都大学）
〜2 月末 公開研究会の感想の共有
・MOST 内「第 1 期 MOST フェロー」コミュニティ内の「掲示板」へ投稿
3 月 14 日 (水) 「活動のプロポーザル」をスナップショットで共有
・後日、「テンプレート」を各アカウントに送信





8 月 21 日（火）
〜22 日（水）
第 2 回ミーティング（１泊 2 日）
・１日目：14:00〜宿泊、２日目：9:00〜12:00 
・活動の進捗共有、成果発表に向けての計画
8 月 22 日 スナップショットの経過を MOST フェローで共有
〜9月28日（金） 第 19 回大学教育研究フォーラム 個人研究発表申込み締切
9 月末頃 スナップショットを MOST フェローで共有
11 月 8 日（木） 『発表論文集』の原稿を MOST フェロー間で共有
11 月 22 日（木） 『発表論文集』の原稿提出締切
1 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン）
3 月中旬 MOST のギャラリーでスナップショット一般公開 ･･･成果①
3 月中旬 第 19 回大学教育研究フォーラム（京都大学） ･･･成果②
・MOST フェロー運営委員会メンバーによる小講演
・｢第１期 MOST フェロー打ち上げ会｣兼｢第 2 期フェローとの交流会｣（2 日目）
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Ⅳ－1. 資料 2
MOSTフェロー � 1�ミーティング プログラム
 日 時：2012 年 2 月 11 日（土）16:00〜19:00 
 場 所：京都大学 吉田南 1 号館 共 201 会議室・共 22 演習室（2F）
プログラム
16:00 ミーティング開始 共 201 会議室にご参集下さい（15:30 開場）
16:00 趣旨説明（田口・飯吉）
16:15 自己紹介 MOST フェローの自己紹介（1 人 2 分程度）
16:45 MOST について（酒井）





1 人 2〜3 分で、持参した画像等をスライドに映し、取
り組みについてのアピールをおこなう
19:00 終了・解散
会場地図：京都大学 吉田南 1 号館 1 共 23 教室（吉田南構内）
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Ⅳ－1. 資料 3
MOST ��ロ��� 2012� � 2������グ
日  時：8 月 21 日（火） 13:30～21:00 (受付 13:00～) 
8 月 22 日（水） 8:45～12:30 
開催場所：KKR 大阪ボードルーム （6 階）
プログラム（１日目）
日程 時間 プログラム 備考
















（発表・質疑応答 1 人 20 分）
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Ⅳ－1. 資料 4
プログラム（２日目）
日程 時間 プログラム 備考 























� �� ����������ラム���� 
研究発表に関するピア・チュータリング




























































・吉見  俊哉（東京大学大学総合教育研究センター）＜高等教育全体の立場＞ 




















































『大学生研究フォーラム 2012 』のプログラム（Web 上で公開）
（http://www.dentsu-ikueikai.or.jp/forum/）
（溝上 慎一）
－ 218 － － 219 －
－ 218 － － 219 －
Ⅳ－2. 資料１
競争
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Ⅳ－2. 資料１
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Ⅳ－2. 資料１




大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが 1994 年度より年 1
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きしました。パネリストからのご提案、政策担当者からの応答をふまえて、フロアのみなさま
とともに、大学における主体的な学びのあり方について議論していきたいと思います。
報告者 1： 渡部 信一（東北大学大学院教育情報学研究部教授／研究部長） 
報告者 2： 美馬 のゆり（公立はこだて未来大学情報科学部教授）
報告者 3： 田中 智志（東京大学大学院教育学研究科教授）
報告者 4： 藤田 英典（共栄大学教育学部教授／学部長）
報告者 5： 松坂 浩史（文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長） 
司  会： 松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授） 










清水 栄子（阿南工業高等専門学校 FD 高度化推進室特命講師）
「アカデミック・アドバイジングの展開とアドバイザーの能力開発―アメリカの事例を手
がかりに―」
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の場としている。本年度は 96 件の応募があった。2009 年度の申し込みが 67 件、2010 年度の





にはフォーラムを続けられない状況となった。2013 年度・第 20 回大学教育研究フォーラムよ
り参加費を徴収することが案内される。
4??????
□ 『第 19回大学教育研究フォーラム プログラム』（Web 上で公開）
（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/forum/2012/program2012.pdf）
（溝上 慎一）
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理事・副学長）
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Ⅳ－3. 資料１
IV-4. FD ネットワーク��者会議（JFDN）
IV-4-1.  第 5 �会議の��
平成 24年 9月 5日（水）、FDネットワーク代表者会議（JFDN）の第 5回会議が、京都大学
芝蘭会館別館研修室にて開催された。北は北海道から、南は九州まで、全国 15 の FD ネットワ
ークの代表が参集し、それぞれの活動の現状と課題について報告し合った。その後、安部田康
弘氏（文部科学省 高等教育局 大学振興課 学務係長）よりコメントをいただき、それを皮切り






山田 �� （北海道大学 高等教育推進機構 准教授）
いわて高等教育コンソーシアム
�� �� （岩手医科大学 医学部 教授）
�本 �� （岩手大学 大学教育総合センター 准教授）
国際連携を活用した大学教育力開発の支援拠点
�本 �弘 （東北大学 高等教育開発推進センター 准教授）
関�  � （東北大学 高等教育開発推進センター 副センター長／教授）
東日本地区大学間 FD ネットワーク・つばさ
�田 �� （山形大学 高等教育研究企画センター 教授）
障害者高等教育拠点
�田 �� （筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター教授）
看護学教育研究共同利用拠点
北�  � （千葉大学大学院 看護学研究科附属看護実践研究指導センター センター長／教授）
�� �子 （千葉大学大学院 看護学研究科附属看護実践研究指導センター 特任准教授）
�� �子 （千葉大学大学院 看護学研究科附属看護実践研究指導センター 特任助教）
文部科学省
安部田 康弘 （文部科学省 高等教育局 大学振興課 大学改革推進室 学務係長）
大学コンソーシアム石川
�   � （北陸先端科学技術大学院大学大学院教育イニシアティブセンター 特任准教授）
��  � （金沢大学 大学教育開発・支援センター 教授）
福井県学習コミュニティ推進協議会（Fレックス）
山�  修 （福井県立大学 学術教養センター 教授・Fレックス会長）
��  � （仁愛女子短期大学 教授・Fレックス FD チームリーダ）
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FD・SD 教育改善支援拠点
�� �� （名古屋大学 高等教育研究センター 教授）
医学教育共同利用拠点
�� �� （岐阜大学 医学教育開発研究センター センター長／教授）
全国私立大学 FD 連携フォーラム
� ��（立命館大学 教育開発推進機構 教育開発支援センター長／教授）
大学コンソーシアム京都
�� �� （大学コンソーシアム京都 高等教育研究推進事業部 事務局長）
�� �� （大学コンソーシアム京都 高等教育研究推進事業部 次長）
�� �� （大学コンソーシアム京都 専門研究員）
山陰地区 FD 連絡協議会
�� ��（島根大学 教育開発センター 准教授）
九州地域大学教育改善 FD・SD ネットワーク：Q-Links 
�� ���（九州大学 教育改革企画支援室 特任助教）
相互研修型 FD 共同利用拠点
大� �� （京都大学 高等教育研究開発推進センター センター長／教授）
�� �代 （同 教授）
��  � （同 教授）
�� �� （同 准教授）     �� 真� （同 准教授）
�� �� （同 特定准教授）  
�� �� （同 特定助教）    �� �� （同 特定助教）
高� �� （同 特定助教）    �� �� （同 特定助教）
FD ネットワーク代表者会議（JFDN）第 5 回会議 集合写真
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2.  プログラム
時間 プログラム 内容















 2��� �� （岩手医科大学）
「いわて高等教育コンソーシアムにおける大学間連携FDネ
ットワーク」」
 3��� �� （東北大学）
「東北大学における教育関係共同利用拠点の活動と課題」
 4��� �� （山形大学）
「FDネットワーク“つばさ”現状・課題・評価」
 5�石� �� （筑波技術大学）
「障害者高等教育拠点 －聴覚・視覚障害学生のイコールア
クセスを保障する教育支援ハブの構築－」















 7��   � （北陸先端科学技術大学院大学）
「大学コンソーシアム石川(UCI) FD･SD活動の展開」
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10��� �� （岐阜大学）
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IV−4−2. 第 5回 FD���������������
2012 年 9 月 5 日（水）11:00～17:00、京都大学芝蘭会館別館（国際交流会館）2 階研修室 1
において、プログラムに示されたように、全国から 15 の FD ネットワーク、教育関係共同利用












 それらの FD ネットワークの報告を受けて、文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進
室の安部田康弘学務係長より以下のような趣旨のコメントをいただいた。 








③ FD の評価という点について、マネジメント部門が IR の活用の仕方を十分に把握できてい
ない印象がある。FD の成果も IR なども含めて測定が行われたとして、それをどう活用す
るのか、マネジメント部分の IR と FD 等の理解を深める工夫が求められる。 




① FD や FD ネットワークを評価する際、例えば、FD ネットワーク自体も多重に関わってくる
ことになるが、どれがどういう効果をもっているかを識別することが難しくなっているの
ではないか？ 
② FD や FD ネットワークをどう捉えるかによって FD の評価のあり方も異なってくる。例え
－ 254 － － 255 －
ば、各大学のディプロマポリシーに即して FD の効果を評価するということが一つの行き方
であり、それに FD ネットワークのみならず、部局ごとの教育活動、日常の相互研修型 FD
活動なども含めて、どうそれが達成されているかが重要で、それぞれの寄与がどの程度で
あるかは特に問題にする必要はないのではないか。 
③ FD や FD 活動も多岐にわたり、ネットワーク化も進んでいくと、パソコン通信からインタ
ーネットへの発展をアナロジーとして考えてみても、どれが直接的に影響を及ぼしている
かを分離するのは難しく、間接的な寄与でしかみていくことはできないのではないか。 
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FD ネットワークの第一の意義として、そこで取り上げたことは、核となる FD 人材を確保で
きるということである。各大学レベルでは、FD の担当者は、多くの場合、委員会方式で行わ
れており、数年の単位で代わっていく。それによって、FD の経験者の輪を広げていくことは
できるのであるが、FD 活動を深めていくことは難しい。その点で、5 回を迎える JFDN 会合に
集まるメンバーは、その半数程度は継続して来られているのを見てもわかるように、FD ネッ






 次に、FD に関する Web 等の ICT 活用による効率化の問題が挙げられている。その基盤とし































大学の FD の状況、FD の成果をわかりやすく示していくことが求められることになるだろう。
FD 評価の課題は、今回も熱心に議論が展開されたところであるが、さらに、必要に応じて、
今後も議論も積み重ねていく必要があることは、今回の JFDNで再確認できたことである。 



















































? 3月8� �北�学�大学� FD研修会「��プロマ・��シーに�����的�教育改善について」
? 3月2� �北海道情報大学�FD��ーラム「教職員と学生の協�で��る大学の��」
? 11月30� �北海道大学� 高等教育��ーラム「研究大学における教育の�改善������ラム改�とFD
�」、「��の高等教育の現状と改善について」の��内
? 12月8� ����業大学� FD講演会「��ネ��ー��に���れる�ミ���ーショ�能力」�学生の「�す
力」・「��力」・「��する力」を育てる�
? 2月11� ���大学� �1回054Time��学生交�会 in �大�開催について
? 12月9-10��北海道大学� �2回北海道大学次��教育ワークショップ
? 11月21� �北海道大学� 高等教育��ーラム「OISTの�� -�に��的、学�的�大学�を目�して-」
? 11月9-10��北海道大学� 平成23年度北海道地区大学SD研修「大学職員セミナー」
? 11月11-12��北海道大学� �19回北海道大学教育ワークショップ
? 10月19� �北海道大学� 平成23年度北海道地区大学FD・SD推進協議会�会について
? 10月19� ���大学� FD講演会「愛媛大学のFDの取り組�について」（��）
? 10月15� �北�大学� FD講演会「��大学における学生FDの取り組�について」
? 7月30� ���大学� FD研修会「大学における教育評価について」
? 7月27-2� �北海道大学� 大学�生の��の大学教員�成講�
? 6月29� ��前大学� FD講演会「�生講�(GSI)�度の��」
? 6月30� ����業大学� FD講演会「学生の��������の���について」
? 6月3-4� �北海道大学� �18回北海道大学教育ワークショップ


























→ S D 研修の共同実施事業




















































? Tangible Endpoint: Getting the License (Obligation or 
Ultimate Aim)
Medicine, Dentistry, Pharmaceutics, Nursing, 
Nutrition
e.g.  World Federation for Medical Education
? Intangible Endpoint









to improve and enhance liberal arts courses














































Essential operations: financial 





blackout and emergency electric powere
静まりかえった街 silent city
コンビニやスーパーで整然と並ぶ住民 peoples in order
ラジオで想像するしかなかった津波 radio news of Tsunami
電源復旧とともに画面で見た被害の甚大




























































































































































































































































































































石 田 久 之






















































? 特別な授業になる → 情報保障
?ノートテイク、点字・拡大資料







































































開発準備 開発 試用 �� 実用化












D������������������ �����������������D����������� ��������������������� ������ ������
・������������������� ��������������������� ������F�������D������������ ��������������F����� ����������
��������D������������ �D�� ���F���
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��：��教育大学教�大学� �� �� 教授
第�回��・��研修会（�月��日� �� ��：��～��：��）
「����の教育現��の活用に��て」
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7参加校のFD活動の歴史と現在



















































































































































































































































































































































• E-Learning system の開発知
• Medical Communication 教育の進化と普及
• Professionalism 教育の開発心
• Simulation 教育の開発
• Teaching & Learning skill の普及技
�����
全国共同利用拠点としての任務

























































�� �国 ス�ットランド �ラン� マレー�ア





































? PBL revisited: ��に立���う（2泊3�、第21回S&W 2006）
? �学教育におけるPBL導�の��（1泊2�、第27回S&W 2008）
? ��型PBL­テ�トー�アル教育（1泊2�、第28回S&W 2008）
? PBL meets simulation テ�トー�アル教育の��をめ�して（1泊2�、第29回S&W 2008）







































日 � ト�ックス �ク��イズ � 師
第1回 5月14日 オリ�ンテーション：海外実習��を�す ��／��／��／��／��
第2回 6月4日 イントロダクション：海外実習に��る��化、��、��的な�� ��に��スカッション Barton／若林���
第3回 6月11日 医療面接1 ロールプレイ Baton／若林��部
第4回 6月25日 医療面接2 ロールプレイ Barton／若林
第5回 7月2日 �ースプレ�ンテーション1 �ースプレ�ンテーション Lefor／若林
第6回 7月16日 �ースプレ�ンテーション2 �ースプレ�ンテーション Lefor（Skype�／若林
第7回 10月1日 �������� ��� ��／��／��
第8回 10月15日 医療面接と臨床�� ロールプレイ�PBL Deshpande
第9回 10月29日 �ースプレ�ンテーションを�本から プレ�ンテーション���スカッション 若林
��Ⅰ 11月12日 医療面接 ～習って�れ�う～ SPとロールプレイ�フ�ー��ック 若林���
第10回 12月3日 �ースプレ�ンテーション3 プレ�ンテーション���スカッション Alan Lefor
第11回 12月10日 �������������� SPとロールプレイ�PBL Deshpande












全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
代表幹事校： 立命館大学
幹 事 校： 関西大学、関西学院大学、慶應義塾大学、中央大学、同志社大学、法
政大学、明治大学、立教大学、早稲田大学

















大学名 入会年月日 総会での確認 2012.5時点学生数(院生を除く）
1 関西大学 2008年度総会 28�071
2 ������ 2008年度総会 23�116
3 ?????? 2008年12月6日 2008年度総会 28�844
4 中央大学 2008年11月11日 2008年度総会 25�329
5 同志社大学 2008年12月6日 2008年度総会 26�176
6 法政大学 2008年12月6日 2008年度総会 27�436
7 明治大学 2008年12月6日 2008年度総会 29�861
8 立教大学 2008年11月25日 2008年度総会 19�469
9 立命館大学 2008年12月6日 2008年度総会 32�524
10 早稲田大学 2008年12月6日 2008年度総会 43�974
11 ������ 2008年12月26日 2009年度総会 18�379
12 神奈川大学 2009年度総会 18�693
13 京都産業大学 2009年2月6日 2009年度総会 12�970
14 甲南大学 2009年度総会 9�215
15 ?????? 2009年3月5日 2009年度総会 12�144
16 名城大学 2009年度総会 15�136
17 北里大学 2010年5月14日 2010年度総会 7�970
18 國學院大學 2010年4月26日 2010年度総会 10�382
19 国士舘大学 2009年11月1日 2010年度総会 13�508
20 芝浦工業大学 2010年度総会 7�511
21 創価大学 2010年5月11日 2010年度総会 7�786
22 ������ 2009年6月1日 2010年度総会 11�928
23 帝京大学 2010年7月19日 2011年度総会 24�505
24 龍谷大学 2011年度総会 16�868
25 中部大学 2012年4月1日 2012年度総会 10�088
26 九州産業大学 2012年7月1日（予定）2013年度総会 11�016
27 明星大学 - - 8�090
28 愛知大学 - - 9�612
29 日本大学 - - 68�675




















日 時： 2011 年7 月9 日（土）14：00～17：00
場 所： 立命館大学朱雀キャンパス1 階多目的ホール
参加者数： 70 名
②幹事会
2011 年度第 1 回幹事会
日 時： 2011 年7 月9 日（土）13：00～14：00







全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
???????????
④会員校ミーティング









全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
???????????
⑤関東圏懇談会
日 時： 2011 年6 月15 日（水）15：30～17：00
















全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
�011年�の����
⑥会員校懇談会










































































































Theory of Class Planning 1
“Planning of University Classes”
English Version











































































































全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
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��教���の��













オンデマンド講義 ― 328人 511人 985人
学外を含む

























































全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
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ご清聴ありがとうございました。
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IV−5. ?? FD?????????(JFDN Jr.) 
???????????????????
1. ?? FD??????????JFDN Jr.?????????
2008 年度に「FD 推進のための情報交換、実践研究、および情報発信をおこなうことを目的
として、FDに関わる若手研究者を組織化し、問題点や成功事例を共有する」ことを目指して設立され
た若手 FD 研究者ネットワーク（Japan Faculty Development Network for Junior Researchers：JFDN 
Jr.）は 5 年目を迎えた。本稿では、JFDN Jr.設立の経緯と目的、これまでの活動記録を振り返
った上で、今後の活動の展望について述べる。


























このような背景の中、2008 年 4 月に田中先生から、若手教員の支援をしたい、という申し出
をいただき、若手 FD 研究者ネットワーク（Japan Faculty Development Network for Junior 
Researchers：通称 JFDN Jr.）を設立した。2013 年 1 月現在で、参加人数は 98 名（71 大学）であ
－ 300 － － 301 －
る。大教センターの教員に限らず、FD 委員会や FD 業務に関わっている国公立、私立大学の教
員、FD に関する業務を行っている大学職員、FD に関心を持っている大学生・大学院生も参加
している。

















 ・JFDN Jr.立ち上げに向けた事前会合（2008 年 5 月）
 ・第一期若手 FD 研究者ネットワーク運営委員の委嘱（19 名）
 ・運営委員会 第 1 回会合（2008 年 7 月 19 日・20 日）大阪にて
19 日：グループ討論 テーマ「研究者としての専門性と組織における役割」
情報交換   テーマ「FD とうまく関わるためには？！」
20 日：グループ討論 テーマ「予算と時間があったらこんなことがしたい！」
   参加者 23 名
・メーリングリスト開設（2008 年 7 月）
 ・JFDN Jr.運営委員実態調査 Web アンケートの実施（2008 年 9 月～10 月）
・第 15 回大学教育研究フォーラム・ラウンドテーブル（2009 年 3 月）




第 14 回からの継続テーマとなる。4 名の話題提供のあと、グループ議論を行い、結果を共有し
た。
－ 302 － － 303 －
2-2. 2009??
2009 年度は、前年度の活動を踏まえ、第 2 回合宿研究会を開催するとともに、全国の若手 FD 担当
者ならびに、FD センター等の代表者に対するアンケート調査を実施した。
 ・第 2 回合宿研究会（2009 年 7 月 18 日・19 日） 京都外国語大学にて
   テーマ「教育改善につながる新しい研究を考えよう」
   参加者 20 名









      〃     テーマ「公開シンポジウムの振り返り」
      〃     テーマ「FD と関わる：展望と課題」
      〃     テーマ「学問領域別教育の質保証について考える」




2010 年度より、情報共有を目的としたメールマガジンの発行を開始した。2010 年度は 10 回





2011年度は、第 4回合 宿 研 究 会 の開 催 、メールマガジンの発 行 を継 続 するとともに、新
たにホームページを開設した。
 ・第 4 回合宿研究会（2011 年 9 月 5 日・6 日） 京都外国語大学にて
   テーマ「FD・SD をよりよいものに」




告」、FD 委員長としての活動を記録した「FD 委員長 奮闘？日記」などを掲載した。
 ・Web サイトの開設
JFDN Jr.の設立の目的や経緯、メールマガジンのバックナンバーなどを広く公開するた
めに Web サイトを構築した。Web 経由でメーリングリストへの登録申込も可能となって
－ 302 － － 303 －
いる。アドレスは http://jfdn-jr.net/wp/（図 1）である。
図 1 若手 FD 研究者ネットワークの Web サイト（http://jfdn-jr.net/wp/）
・科学研究費助成事業（基盤研究 C）の取得







望の観点から―」）が、日本教育工学会論文誌 36 巻 3 号（2012）に掲載された。
また、2013 年 2 月に第 5 回の研究会を実施する予定である。
3. ????????
 若手 FD 研究者ネットワークの諸活動は、この 5 年間で一定の成果を上げてきたと考える。
我々は、本ネットワークにかかる若手の FD 担当者（大学教育開発・改善や e-learning の開発・
整備等に関わる者）の関わり方について、大きく分けて 3 つの層を想定していた。3 つの層と
は、次のようなものである。
（1）FD 業務（大学教育開発・改善や e-learning の開発・整備等）にかかる研究や提言を
展開していく
（2）FD 業務にかかる諸情報を発信し、FD 担当者同士の交流を深め、支援し合う



























人化」（Beck, U. （東廉、伊藤美登里訳）『危険社会』法政大学出版局, 1998 年.））や、教育に
よりそのような強い「個人」を作り出すための「能力」開発が進められる状況（「教育の福音」











2010 年から本ネットワークにかかる Web サイトを運営してきた（http://jfdn-jr.net/wp/）。本ネ



























（村上 正行、杉原 真晃、田口 真奈、半澤 礼之）
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